
 

 

 

 

 

 

 

 さわやかな風が心地よく吹き抜ける季節となりました。 

４月の登校日数はわずか１５日（１年生は１４日）でしたが、子どもた

ちは、今年度の目標やめあてを決めるなど、新たな気持ちで学習や係活動

に取り組んでいます。また、１２日の授業参観や１５日から始まった家庭

訪問ではご多様な中に時間をつくっていただき、ありがとうございました。担任をはじめ、

学校と保護者が今後も一体となって子どもたちの成長を応援していく体制を整えていきた

いと思います。今後とも、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

１９日（金）、新入生の入学を祝う小学校全校での歓迎集会と、小中高合同歓迎遠足の２

つの行事が行われました。前半の歓迎集会は体育館で各学級から工夫を凝らした出し物や

歌の披露があり、運営委員会が集会全体を進めました。その後の歓迎遠足は１５６名の児

童生徒で前浜公園へ。こちらは高校の生徒会が歓迎行事を進めてくれました。どちらの行

事も温かく笑顔がいっぱいあふれる楽しい会で、小中高合同行事のよさが味わえました。

また、１年生９名は、全員の前で大きな声でかわいく自己紹介ができました。下記に紹介

します。各ご家庭では、朝早くからお弁当の準備をありがとうございました。 

◇◇みんなの前で自己紹介◇◇ 

「わたしの名前は、いなもりしんです。好きな動物はパンダです。」 

「ぼくの名前は、いなもりてんです。好きな動物はレッサーパンダです。」 

「わたしの名前は、いなもりらんです。好きな遊びはなわとびです。」 

「わたしの名前は、えがわももかです。好きな遊びはサッカーです。」 

「ぼくの名前は、さとうこうしろうです。好きな遊びは自転車です。」 

「わたしの名前は、たがわはるあです。好きな動物はシカです。」 

「わたしの名前は、つちだゆうかです。好きな遊びはとびばこです。」 

「わたしの名前は、なかしまゆいとです。好きな車はパトカーです。」 

「ぼくの名前は、こさきゆうすけです。好きなポケモンはピカチュウです。」 

 

「島から日本一楽しい学校を」  平成３１年４月２４日 第２号 校長 重村誠一郎 

歓迎集会・小中高合同歓迎遠足（分校も参加） 



 

 

いよいよ週末から１０連休に入ります。５月１日に新元号「令和」が施行されたり、ニ

ュース番組等では医療や福祉面での不安も伝えられたりと、いつもの連休とは違う雰囲気

もあります。また、保護者の皆様にとっては、必ずしも休みではないことだと思います。

そのような中で、まずは子どもたちが安全に楽しく過ごせることを願っています。そこで、

次のことについてご家庭でしっかり確認していただくようお願いします。 

◇交通ルールを守る。（道路歩行・飛び出し・ヘルメット着用での自転車運転等） 

◇「早寝・早起き・朝ごはん」の規則正しい生活リズムを崩さない。（連休後は運動会 

 の練習も始まります。） 

◇家庭学習を行う。（４月に学習した内容を忘れないように） 

 

 

 

１５日から２２日までの１週間、子どもたちに家庭学習の習慣を

意識づけるため、第１回家庭学習ウィークを実施しました。各ご家

庭でのご協力ありがとうございました。家庭学習力と教科学力との

関係は以下のことが文科省から報告されています。 

子どもが自主的に家庭学習をするのはなかなか難しいものです

が、子どもの将来のためにも学校と家庭が両輪となって子どもを励

ましながら進めていきたいと思っています。 

 

 

 

１５日から１年生の給食が始まりました。毎日の給

食は健康で生き生きと生活し丈夫な体をつくるため

の食育の学習です。１年生は、初日からお代わりをし

たり、給食着を上手にたたんだりとよくがんばってい

ました。また６年生が１年生の教室に来て牛乳パック

のたたみ方等を指導してくれました。６年生は今後も

たくさんの場面で１年生と関わることで、上級生とし

ての意識が高まっています。 

 

①家庭学習力が総合的に高い子どもほど、教科学力が高い。 

②授業の予習・復習に取り組んでいる子どもの教科学力は高い。 

③家庭学習力は基礎よりも応用的学力で大きな差異を生じている。 

④一日１０分以上読書する子どもの方が、国語の正答率が高い傾向が見られる。 

⑤テレビゲーム等をする時間が短い子どもの方が正答率が高い傾向が見られる。 

楽しい１０連休を 

初めての「いただきます！」 

家庭学習ウィーク 


